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改善した。うち

見れば、自転

ぶりの増加(同+

薬品等が増加し

メント】 

度指数の動向 

消費者態度指数

カ月連続の改善

7 と 3 カ月連続

みられる。 

消費者態度指数(

「消費動向調査」

の構成項目をみ

用環境」が同+

転じている。

と3カ月連続

トと3カ月ぶり

%)。財別に見れ

。輸入は 2 カ

ば、無機化合物

と4カ月連続の

ち、輸出は5カ

転車及び同部分

+5.0%)。財別に

した。 

数(原数値)は前

善。全国(季節調

続で改善してい

(2015年2月ま

 

みると、「暮ら

+1.5ポイントと

「耐久消費財の

続で改善。一方、

りに小幅悪化し

れば、電池、建

カ月ぶりの増加

物、半導体等製

の黒字となり、

カ月連続の増加

分品等が増加し

に見れば、半導

前月比+0.8ポイ

調整値)でも同+

いる。消費者心

で)

し向き」が同+

と、いずれも2

の買い時判断」

「収入の増え方

している。 

 
5 

建設

加(同

製造

、前

加(同

した。

導体

イン

+1.6

心理

 

+1.3

2カ

」も

方」

 

（２

関

し5

7カ

がセ

イン

（出

先

上昇

3 カ

イン

 

【所

（１

1

3,79

前月

は同

ラス

+3.5

同+

であ

２） 景気ウォ

関西の2 月の現

53.3となった。

カ月ぶりに50を

センチメント改

ントと3カ月連

景気ウ

出所）内閣府「景

先行き判断DIは

昇。原油相場の

カ月連続の改善

ントの改善。3

所得・個人消費

１） 現金給与

1月の関西2府

90 円で前年同

月(同+1.3%)か

同+4.4%と 6

ス(+6.1%)から

5%と前月(-0.4

+3.0%、兵庫県

あった。全ての

ォッチャー指数

現状判断DI は

。3カ月連続の

を上回った。春

改善に寄与した

連続で改善し5

ウォッチャー調査

景気ウォッチャー

は、関西では5

の低下による好

善となった。全

カ月連続で改

費・住宅】 

与総額 

府4県の現金

同月比+2.0%と

から伸びが加速

カ月連続の増

ら幾分低下し

4%)からプラス

県同+1.8%、大阪

の府県で伸びは

数の動向 

は前月比+5.5 ポ

の改善で、昨年

春節など訪日外

たようである。

50.1となった。

調査(2015年2月

ー調査」 

55.5と前月比

好影響や賃上げ

全国は 53.2 と

改善している。

金給与総額(AP

と 9 カ月連続の

速した。府県別

増加となったが

た。次いで、

スに転じた。

阪府同+1.4%、

はプラスとなっ

ポイント大幅上

年7月(51.4)以

外国人の消費拡

全国も同+4.5

。 

まで) 

比+3.9ポイント

げへの期待から

なり、同+3.2

 

IR推計)は27

のプラスとな

別では、和歌山

が、前月の大幅

京都府では

その他、滋賀

、奈良県同+0.4

った。 

上昇

以来

拡大

5ポ

 

トの

ら、

ポ

万

り、

山県

幅プ

は同

賀県

4%



  

（注

 

京

指数

続の

別で

り、

賃金

全

と

与は

と

(+2

額か

は同

マイ

ま

0.8

+1

は-

 

（

関

ベー

は減

ーは

-1

-

-

-

-

現金給与総

注）関西・関西

総額を当

（出所）厚生労

京都・大阪・

数(APIR 推計)

のプラスとな

では、引き続

、外国人観光

金は上昇基調が

全国(速報値)の

11カ月連続の

は同+0.8%と

22 カ月連続

2.1%)から大幅

から物価上昇

同-1.5%と 19

イナス幅は縮小

また、2014 年

8%上昇し、4

.6%)以来17年

-2.5%と3年連

１） 大型小売

関西の1月の大

ース)は、前年同

減速。百貨店は

は同+1.2%と6

0

8

6

4

2

0

2

4

2009 2010

総額(前年同月比

コア(京都、大阪

当該常用労働者数

労働省 「毎月勤

兵庫の加重平

)は、12 月に前

り、前月(同+1

続き生活関連サ

光客増加への対

が続いている

の現金給与総額

のプラスとなっ

2カ月連続の

続のプラス。

幅に伸び、3 カ

昇分(帰属家賃を

カ月連続で低

小している。 

年の全国(確報

年ぶりにプラ

年ぶりの高い伸

連続の低下とな

売店販売額 

大型小売店(百

同月比+0.6%と

は同-0.3%と 7

6カ月連続のプ

2011

比：%、2015

阪、兵庫)はAPI
数(平成23年平

勤労統計調査」

平均をとった

前年同月比+2

1.8%)から幾分

サービス等で大

対応が背景にあ

。 

額は、1 月は前

った。内訳をみ

プラス。所定外

特別給与は同

カ月連続のプラ

を除く総合)を

低下したものの

報値)の現金給

ラスに転じてお

伸びとなった

なった。 

百貨店＋スーパ

と7カ月連続の

7 カ月ぶりのマ

プラス。 

2012 2013

年1月まで)

R推計値。現金

平均)で加重平均。

（3月4日公表）

「関西コア」賃

.6%と 10 カ月

分加速した。産

大きく上昇して

ある。このよう

前年同月比+1.

みると、所定内

外給与は同+2.

同+10.8%と前

ラス。現金給与

を除いた実質賃

の、3 カ月連続

給与総額は前年

おり、1997 年

。一方、実質賃

パー)の販売額(全

のプラスだが伸

マイナス。スー

2014

全国

関西

関西コア
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金給与

。 
） 

賃金

月連

産業

てお

うに

.3%

内給

.6%

前月

与総

賃金

続で

年比

年(同

賃金

全店

伸び

ーパ

（注

全

と7

関

百貨

に転

（２

関

前月

-1.2

で最

2015

‐8

‐6

‐4

‐2

0

2

4

6

大型小売店販

注）福井県を含む

全国でも、1月の

7カ月連続のプ

関西、全国とも

貨店では昨年増

転じている。

２） 地域別消

関西の12月の

月比-0.9 と 2

2%となった。下

最も落ち込みが

Ⅰ

地域別消費総

販売額（前年同月

む。 （出所）経

の大型小売店販

プラスとなって

もに消費は緩や

増税前の駆け込

消費動向指数 

地域別消費総合

カ月ぶりの低下

下表から分かる

が大きかった。

 

 

 

Ⅱ

2

近畿 南

総合指数(前期比

月比：%、2015

経済産業省「商業

販売額(全店ベ

ている。 

やかな改善を続

込み需要の影響

総合指数（季節調

下。結果 10-1

るように、関西

 

Ⅲ

2014

南関東 東海

比：%、2014年

年1月まで) 

業動態統計」 

ベース)は同+0.6

続けているもの

響がみられ、減

調整値）は101

12 月期は前期

西は全国11地

‐1.2

0.5

1.2

Ⅳ

海

年10-12月期まで

6%

のの、

減少

.9。

期比

地域

 

2

で) 



  

関

その

は滋

た。

 

（

関

-15

-13

関

と

と

で減

2

推計

回っ

がら

 

（出

地

（出所）内閣府

関西を府県別に

の他の県はマイ

滋賀県と京都府

。 

３） 新設住宅

関西の1月の新

5.0%と2桁の

3.0%と11カ月

関西の住宅着工

12カ月連続で

2桁減が5カ月

減少。 

2月の関西マン

計)となった。好

った。原数値を

ら関西では67

新設住宅着

出所）国土交通省

地域 北海
指数 1
前期比 -

地域 関西
指数 1
前期比

地域別四半期指

府 「地域別消費

にみると、大

イナスである。

府がプラス、そ

宅着工の動向 

新設住宅着工戸

大幅減が5カ

月連続の減少。

工を利用関係別

で2桁の大幅減

月続いている。

ンション契約率

好不調の目安と

をみると、大阪

7.1%と13カ月

着工(前年同月比

省「住宅着工統

海道 東北
02.1 104.0

-0.6 0.7

西 中国
01.7 102.7
-1.2 0.3

指数(10-12月期)

費動向指数」 

阪府と奈良県

。四半期でみる

その他の府県は

戸数は9,605戸

月続いている

 

別にみると、 

減となっている

。貸家も同-16.

率は69.9%(季節

となる70%を

阪市部では84.

月ぶりに70を

比：%、2015年

統計」 

北関東 南関東
103.6 10

0.0 0

四国 九州
100.4 10
-0.6

) 

県が前月比プラ

ると、10-12 月

はマイナスとな

戸。前年同月比

。全国でも同

持家は同-17.1

。分譲も同-14.

.9%と2カ月連

節調整値、AP

41カ月ぶりに

.3%と高契約率

を下回った。 

年1月まで) 

東 東海
01.8 105.9
0.5 1.2

州 沖縄
02.2 115.7
1.1 -0.3
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ラス、

月期

なっ

比

1%

.2%

連続

PIR

に下

率な

 

【雇

（１

1

り、

ばい

関

別と

った

1

ント

増加

宿泊

雇用

（出所

（２

1

で前

とな

加が

えら

北陸
103.7

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

20

１月
受理地別

就業地別

雇用動向】 

１） 求人倍率

月の関西の有

2カ月続いた

いとなったが高

関西の有効求人

ともに奈良県で

た。それ以外の

月の関西の新

ト上昇し、2 カ

加によるインバ

泊業で新規求人

用環境の改善は

有効求人倍率

所）厚生労働省

関西2

 

２） 完全失業

月の関西の完

前月(3.7%)から

なった。内訳を

がみられ、より

られる。 

09 2010

関西（有

全国（有

関西（新

全国（新

全国 関西
別 1.14 1
別 1.15 1

率の動向 

有効求人倍率は

改善傾向が一

高水準を維持。な

人倍率を府県別

で前月比+0.04

の府県ではほぼ

新規求人倍率は

カ月連続の上昇

バウンド需要へ

人が増加した。全

は続いている。

率の推移（季節調

「一般職業紹介状

2府4県有効求

業率の推移 

完全失業率(季節

ら+0.3%ポイン

をみると、非労

り良い条件を求

2011 2

有効）

有効）

新規）

新規）

西 滋賀県 京都
.06 1.00
.06 1.17

は、1.06倍と前

一服。全国も1.

なお1月から季

別にみると、受

ポイントと最

ぼ横ばいであっ

は、1.72 倍と前

昇となった。訪

への対応から、

全国は1.77倍

 

調整値、2015年

状況（平成27年

求人倍率(2015年

節調整値：AP

ント上昇し、3

労働力人口の減

求めた職探しの

012 2013

都府 大阪府 兵
1.11 1.15
1.14 1.02

前月比横ばいと

14倍と前月比

季節指数が改訂

受理地別・就業

最も上昇が大き

った。 

前月比+0.04 ポ

訪日外国人観光

卸売・小売業

倍と前月比横ば

年1月まで） 

年2月27日発表

年1月) 

IR 推計)は 4.0

カ月ぶりの悪

減少と就業者数

の動きがあると

2014

兵庫県 奈良県 和

0.95 0.90
1.05 1.03

とな

比横

訂。 

業地

きか

ポイ

光客

業や

ばい。

 
表） 

0%

悪化

数増

と考

2015

和歌山県

1.00
1.09



  

関

前月

全

か

てお

全

と前

業率

いて

 

完

（出

 

Bo

厚

てい

した

も不

部地

回っ

が不

正社

合っ

なる

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

関西の完全失業

月(37.8万人)か

全国の完全失業

ら+0.2%ポイン

おり、労働市場

全国の15～64

前月(73.1%)と

率は 63.5%と

ている。 

完全失業率の推

出所）総務省「労

ox 地区別労働

厚生労働省「労

いる」と回答

た労働者の割合

不足超過となっ

地区では、正社

っている。一方

不足していると

社員の不足が深

っている。関西

ると考えられる

地区別

2009 2010

完全失

業者数(季節調

から+4.9万人と

業率(季節調整

ント上昇。自発

場への参入が進

4歳の就業率(原

と比べて幾分低

と前月(64.4%)と

推移（季節調整値

労働力調査」（

働者の過不足状

労働経済動向調

した事業所の割

合を引いた過不

っている。地区

社員の方がパー

方、近畿地区で

と回答した企業

深刻になってお

西地域でも今後

る。 

別労働者の過不足

2011 2

失業者数(関西、右軸

調整値：APIR推

と大幅に増加

整値)は3.6%とな

発的な離職(自

進んだことによ

原数値ベース)

低下した。性別

と比べて下落し

値：%、万人、20

（平成27年2月

状況 

調査」から、従

割合から「過剰

不足DIをみる

区別にみると

ート労働者より

では、パート

業が多くなっ

おり、幅広い

後正社員の不足

足DI(2015年2

2012 2013

失業

失業

軸)

推計)は42.7万人

した。 

なり、前月(3.4

自己都合)が増加

よる。 

)をみると、72.

別では、女性の

したが高水準が

015年1月まで

27日発表） 

従業員が「不

剰である」と

ると、いずれの地

、全国や関東

りも過不足DI

タイム労働者

ている。全国

業種で人材を奪

足が深刻な問題

月時点) 

2014 20

業率(全国、左軸)

業率(関西、左軸)
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人。

4%)

加し

.5%

の就

が続

で） 

足し

回答

の地域

東・中

が上

者の方

では

奪い

題と

  

【公

（１

2

月比

7,12

円で

僅か

てい

季

続で

なお

（出
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（出所）厚生

公共投資】 

１） 公共工事

015 年2 月関

比-18.3%と 4

22 億円で同+2

で同+24.8%と

かに増加となっ

いる。 

季節調整値(AP

で前月から減少

お、今月から季

公共工事請負

出所）東日本建設

31
29

2

‐5

5

15

25

35

45

全国

（｢不足｣－｢過剰

0

0

0

0

0

0

2009/1 2010/1

関西（前年
全国（前年
東北（前年

生労働省「労働経

事請負金額 

関西の公共工事

カ月連続の大

2.3%と2 カ月

2 カ月ぶりの

ったが、関西で

PIR推計)で見る

少となった(関西

季節調整指数を

負金額(前年同月

設業保証株式会社

31
35

‐4
関西

｣） 正社員等

2011/1 20

年同月比）
年同月比）
年同月比）

経済動向調査(平成

事請負金額は64

大幅マイナスと

月ぶりの増加。

の大幅増加とな

では公共工事受

ると、関西、全

西：同-13.4%、全

を改訂している

月比：%、2015

社「公共工事前払

32

27

5

関東

等 パートタイム

012/1 2013/1

成27年2月)」

44 億円で前年

となった。全国

東北は1,852

なった。全国で

受注は減速が続

全国共に2カ月

全国：同-0.3%

る。 

年2月まで) 

払金保証統計」

28

23

5

中部

ム労働者 差

2014/1 201

 

 

年同

国は

億

では

続い

月連

)。

 

5/1



  

（

関

カ月

東

は

の公

加も

伸び

（出

 

【関

（

関

年

と、

-6.2

 

(

-4

-2

2

4

6

8

２） 建設工事

関西1月の建設

月連続の増加も

東北は5,979億

4兆6,110億

公共工事は2 兆

も、伸びは 10

びは停滞してい

建設工

出所）国土交通省

関空モニター】

１） 訪日外客

関空への訪日外

1 月には、訪

、24カ月連続

2％）と、13カ

(出所) 一般財団

40

20

0

20

40

60

80

2009/1 2010/1

160000

200000

240000

280000

320000

360000

2014/1

訪日外
出国日

事 

設工事は6,008

も伸びは10カ

億円、同+11.2
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に転じた。 

工業

出所：

産業別に見ると

・通信設備製造

・輸送機器製造

などの製錬・圧

1%)、電力・熱

伸びにとどまっ

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

2011/2 201

数は 51.4 と同-

受注指数は 50.

の改善。輸出

となった。5カ月

47.8となり、前
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69411.0 75286.0
-2.9 -3.3
75.4 73.7
77.8 74.3
76.4 74.1
79.8 74.7
132.2 187.0
20.8 20.3

1456.8 1758.3
18.1 10.0
567.9 442.4
10.1 4.9

4551.9 3512.0
10.9 6.6

2124.6 1378.3
13.8 9.7

105.9 106.5
0.6 0.6
6.7 3.0
2.4 3.7

106.7 102.4
0.4 -4.0

112.8 114.9
-1.5 1.9

102.2 99.3
0.7 -2.8
6.5 2.4
-1.4 -1.9

103.2 98.0
-0.2 -5.0

105.7 105.2
1.4 -0.5

0.8 0.3
0.6 0.1
0.7 0.7
4.1 4.2
4.4 4.3
3.6 3.6
1.61 1.55
1.64 1.64
1.00 1.00
1.07 1.08

-112.4 -10.7
1351.7 1312.7

3.1 8.6
1464.0 1323.4
20.2 2.8
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【主要月次統計

 
14/05M 14/06M

45.9 47.9
43.1 46.8
54.1 54.5
45.1 47.7
42.1 45.1
53.8 53.3

39.5 41.2
37.0 38.5
37.7 37.7
45.7 48.4
37.6 40.1
39.3 41.1
-2.5 -1.8
-13.2 -12.3
303.7 314.0
0.0 -1.0

1592.4 1631.7
-0.5 -1.2

10095.0 12018.0
-18.6 -1.6

67791.0 75757.0
-15.0 -9.5
80.0 73.4
85.3 76.4
77.5 73.9
78.9 76.6
173.7 188.3
21.1 25.0

1312.6 1585.5
21.1 14.3
450.5 462.1
5.7 4.2

3435.2 3634.4
3.7 2.8

1301.1 1410.8
9.4 9.4

109.2 106.7
2.5 -2.3
1.5 5.5
6.4 6.4

102.8 102.9
0.4 0.1

117.5 117.6
2.3 0.1

100.0 96.6
0.7 -3.4
-0.8 2.2
0.8 2.8
97.0 95.2
-1.0 -1.9

108.4 110.6
3.0 2.0

0.8 2.4
0.6 2.3
0.6 1.0
4.1 4.4
4.0 4.2
3.5 3.7
1.55 1.60
1.64 1.65
1.02 1.02
1.09 1.10

-26.2 -22.5
1231.3 1288.9

1.2 1.5
1257.4 1311.4

-0.2 13.9

計】 

14/07M 14/08M

9 51.4 49.
8 50.3 49.
5 51.9 51.

51.3 47.
49.4 45.

3 51.5 50.

41.6 41.
5 38.8 39.

38.7 38.
48.4 47.
40.4 39.
41.5 41.

8 -1.4 -9.
3 -3.3 -10.

335.1 311.
0.5 2.

1717.4 1626.
0.3 2.

10038.0 12764.
6 -20.5 10.

72880.0 73771.
5 -14.1 -12.

73.6 71.
77.1 71.

9 83.5 71.
6 83.7 69.
3 164.5 116.

12.2 -2.
5 1627.3 1127.
3 3.5 -8.

475.6 506.
4.9 4.

3738.2 4030.
8 0.5 1.
8 1485.5 1703.

6.3 8.

107.6 103.
3 0.8 -4.
5 1.3 -1.

6.7 7.
9 101.6 99.

-1.3 -2.
6 120.4 119.

2.4 -0.
6 97.0 95.

0.4 -1.
-0.1 -3.

8 2.9 4.
95.9 93.

9 0.7 -2.
6 111.6 112.

0.9 0.

2.2 0.
3 2.2 0.

2.4 0.
4.6 4.
4.7 4.
3.8 3.
1.57 1.5

5 1.66 1.6
1.03 1.0
1.10 1.1

5 -63.1 44.
9 1310.8 1273.
5 5.5 1.

1373.9 1229.
9 0.6 -1.

14/09M 14/10M

3 49.4 47
9 50.2 45
9 51.5 50
4 47.4 44
8 46.7 42
4 48.7 46

5 39.6 38
8 36.9 36
7 38.0 38
7 45.7 43
8 37.9 36
2 39.9 38
2 0.0 -5
7 -12.1 -11
0 294.1 308
4 1.6 1
3 1531.3 1606
8 1.7 1

0 11707.0 10816
6 -14.0 -27
0 75882.0 79171
5 -14.3 -12
8 78.4 73
7 76.9 74
9 71.5 65
6 71.6 63
7 148.5 150
0 -11.3 10
6 1398.4 1316
1 -8.2 -7
1 534.1 556
8 2.3 3
9 4333.2 4522
2 0.3 -0
7 1933.3 2098
7 6.7 5

2 108.6 110
1 5.2 1
7 7.9 7
7 6.6 3
2 106.5 107
4 7.4 1
8 120.0 117
5 0.2 -2
2 98.0 98
9 2.9 0
7 1.7 -0
6 4.0 3
9 98.0 98
1 4.4 0
6 111.8 111
9 -0.7 -0

2 0.6 1
1 0.5 1
9 0.7 0
0 4.2 4
0 4.1 4
5 3.6 3
57 1.58 1.
65 1.68 1.
03 1.02 1.
0 1.10 1.

4 -65.6 2
6 1348.5 1425
3 7.5 11
1 1414.1 1423
7 9.7 1

M 14/11M 14/12

7.0 45.4 4
5.9 43.2 4
0.0 48.2 4
4.0 41.5 4
2.3 39.5 4
6.6 44.0 4

8.8 36.8 3
6.6 34.8 3
8.4 36.6 3
3.7 41.4 4
6.3 34.4 3
8.9 37.7 3
5.9 -9.5
1.0 -4.5 -1
8.1 335.1 41
1.0 1.6
6.5 1728.6 215
1.0 1.9

6.0 12192.0 1162
7.3 -12.5 -2
1.0 78364.0 7641
2.3 -14.3 -1
3.4 81.6 7
4.1 80.9 7
5.2 79.0 7
3.3 78.4 7
0.4 88.9 9
0.8 -20.0 -1
6.1 843.7 89
7.4 -10.4
6.5 587.8 60
3.0 3.2
2.6 4714.6 483
0.6 -1.4
8.8 2247.4 234
5.1 3.5

0.0 104.7 10
1.3 -4.8
7.2 -1.8
3.7 5.1
7.7 102.1 10
1.1 -5.2
7.6 117.7 11
2.0 0.1
8.4 97.9 9
0.4 -0.5
0.4 -4.5
3.8 6.5
8.6 97.2 9
0.6 -1.4
1.3 112.5 11
0.4 1.1

1.3 2.0
1.1 1.8
0.2 0.1
4.1 3.8
4.3 3.6
3.5 3.5
.60 1.60 1
.69 1.69 1
.02 1.04 1
.10 1.12 1

2.3 -21.9 5
5.3 1322.6 150
1.0 6.5 1
3.0 1345.0 144
1.9 -0.2

2M 15/01M 15/0

47.6 47.8
48.2 47.4
48.6 51.6
45.2 45.6
44.2 43.9
46.7 50.0

38.3 38.5
36.0 35.8
36.6 37.5
44.2 43.7
36.4 36.8
38.8 39.1
-0.4 -18.8
12.3 -19.0
19.0 335.0
0.7 0.6
55.4 1722.7
0.7 0.6

25.0 9605.0
21.1 -15.0
16.0 67713.0
14.7 -13.0
75.6 79.3
73.0 70.9
70.3 69.5
71.0 74.9
97.2 70.6
13.7 -25.1
94.4 670.8 7
1.0 -13.7
09.6 600.8
2.4 1.4
34.6 4611.0
-1.7 -1.3
44.3 2188.1
3.7 3.6

05.4 111.5
0.7 5.8
2.1 0.8
1.7 1.1
02.9 109.6
0.8 6.5
17.1 116.2
-0.5 -0.8
98.7 102.4
0.8 3.7
0.3 -2.1
5.9 5.8
98.2 103.7
1.0 5.6
11.7 111.2
-0.7 -0.4

UN UN
2.6 UN
1.3 1.3
3.7 4.0
3.4 4.2
3.4 3.6
1.68 1.72
1.77 1.77
1.06 1.06
1.14 1.14

51.1 -75.8
00.8 1304.8 12
14.7 20.0
49.6 1380.5 12
4.6 -10.9

02M

53.3
52.3
55.5
50.1
48.4
53.2

39.3
37.1
37.2
45.2
37.6
40.7
UN
UN
UN
UN
UN
UN

UN
UN
UN
UN

69.9
67.1
74.5
74.5
64.4
-18.3
712.2
2.3
UN
UN
UN
UN
UN
UN

UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN

UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN
UN

-36.2
242.5
2.5

278.6
10.2
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